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提出日：平成 30 年３月 30 日  
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平成 29 年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 23 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

○ 新たな教育

課程の編成の

検 討 と と も

に、実施に向

けて履修や選

択に役立つ教

育計画を生徒

に示し、学び

やすく、個に

応じたオープ

ンなカリキュ

ラムを編成す

る。 

○ 生徒の成就

感や達成感を

高める授業に

向けて、授業

改 善 を 進 め

る。 

①新たな教育課

程への移行を円

滑に進めつつ、

生徒の学習ニー

ズにそった時間

割を編成する。 

②共通教科科目

も含め、総合学

科としての柔軟

な学びのシステ

ムを有効活用し

た成就感・達成

感のある授業を

展開する。 

①平成 30 年度に向

けて、卒業単位数の

増加や再編された系

列に対応した科目配

置を行う。 

②履修ハンドブック

で示した学習のねら

いを達成し、主体

的・対話的で深い学

びを実現する授業に

取り組む。 

①生徒の履修希望を

満たした平成 30 年

度の時間割を編成で

きたか。 

②生徒による授業評

価や生徒学力調査に

おいて、肯定的・積

極的な数値が上がっ

たか。 

①生徒の学習ニーズに

応えるため、新たに３

つの学校設定科目、１

つの専門科目を設置し

た。定員のある科目を

除き、生徒の希望を取

り入れた時間割編成が

できた。次年度以降の

入学生に向けて、効果

的で効率的な年間行

事・授業配置に検討を

加えた。 

②「主体的・対話的で

深い学び」につながる

取組みを進めるととも

に、外部講師を招いて

の授業研究会を実施し

た。授業評価では、引

き続き肯定的な見方が

多数を占めている。 

①16 期生より実施して

いる新たな教育課程の

運用上の課題をどう整

理していくか。「高大

接続改革(共通テス

ト、学びの基礎診

断)」、次期学習集指

導要領を踏まえた学校

づくり、教育課程編成

をどう進めるか。 

②「主体的・対話的で

深い学び」を実践する

ため、相互授業見学、

研究授業等を日常的に

取り組む。教材の共有

化、定期試験の共通

化、評価方法の改善等

を通して、学びの質的

な保証を目指す。 

①生徒の学習ニーズを細

かく捉えながら教育課程

を編成するのは良いので

すが、教員の負担増が気

になります。ワークライ

フバランスの検討も同時

に行われなければいけな

いと感じます。 

②「主体的・対話的で深

い学び」は、生徒さんの

発表の様子を見ても達成

されていると感じます。

金沢総合の一番の特色だ

と思います。 

②学習指導要領の改編期

を迎える中、生徒アンケ

ートに見る学校生活・キ

ャリア教育の充実感は高

く、成果は良好である。 

 

①「県立高校改革（１

期）に基づき、総合学

科としての新たな教育

課程を編成した。基

礎・基本の充実を図る

ため学校必履修科目を

増やすととともに、卒

業単位数を 74 から 80

単位とした。 

②「学校外における学

修」を積極的に呼びか

け多くの生徒の参加が

見られたが、指導上の

課題も浮き彫りとなっ

た。 

②「主体的・対話的で

深い学び」に向けての

共通理解は深まりつつ

あるが、教科での取組

みには課題が残った。 

①次期学習指導要領に

向け、共通と選択のバ

ランスを考慮しつつ、

社会の変化、生徒の学

習ニーズを踏まえた教

育課程編成の準備を進

める。 

②「夏の学び」につい

ては、応募から単位認

定までの手続きを再整

理するとともに、職員

全体で指導にあたる態

勢を確立する。 

②相互授業見学、研究

授業等を日常的に取り

組む。教材の共有化、

定期試験の共通化、評

価方法の改善等を通し

て、学びの質的な保証

を目指す。 

２ 生徒指導・支援 

○ 生徒の「生

きる力」の育

成を図るため

に、生徒の自

主 性 を 重 ん

じ、責任ある

行動の自覚を

促す。生徒の

挑戦や、やり

直し、自分探

し を 支 援 す

る。 

①問題行動の未

然防止と充実し

た教育相談のさ

らなる継続を図

る。 

②生徒の主体性

とリーダー性を

育てる。 

①問題行動の未然防

止と生徒に寄り添っ

た生徒指導を職員の

コンセンサスのもと

行う。 

②学校行事、生徒会

行事、部活動におい

て、生徒の主体性の

育成とリーダーシッ

プを育てる。 

①問題行動を未然に

防止することができ

たか。また、適切な

教育相談が行うこと

ができたか。 

②生徒の主体的な活

動が増えたか。ま

た、生徒のリーダー

性を発揮する場面を

増やせたか。 

①規範意識の醸成を目

指して、あいさつ運

動、服装・頭髪指導、

登下校指導等に学校全

体で取り組んだ。スク

ールカウンセラーと連

携し、日常的な教育相

談活動を行った。 

②生徒が充実感や達成

感を持てるよう、生徒

主体の活力ある学校行

事、部活動を目指し、

そのリーダーシップ発

揮を支援した。 

①規範意識の醸成をキ

ャリア教育の一環とし

て位置づけ、引き続き

学校全体で取り組んで

いく。スクールカウン

セラーとの連携を引き

続き進める。 

②文化祭の企画・運営

について、生徒がさら

に主体的な活動ができ

るよう、支援を行う。

部活動の加入率の向上

と計画的な活動に向け

て、検討する。 

①あいさつ運動は学校全

体に浸透していて、これ

からも引き続き取り組ん

で欲しいと思います。 

①生徒の規範意識向上の

成果は地域としても強く

感じている。特に頭髪服

装の状況、自転車での通

学状況が良好で、出合際

のあいさつも身について

いて、気持ち良い。 

②改善策に部活動の加入

率の向上が掲げられてい

るが、数値目標も必要で

はないか。 

①キャリア諸能力を育

成するという観点か

ら、あいさつ運動に取

り組むとともに、制

服・頭髪指導の強化を

図った。 

①日常的なあいさつは

学校文化として定着

し、コミュニケーショ

ン能力の向上にも寄与

している。 

②部活動への参加を促

すため、見学・体験の

取組みを強化した。 

 

①規範意識の向上を目

指して、引き続きあい

さつ運動、服装・頭髪

指導に取り組む。 

②引き続きスクールカ

ウンセラー、外部機関

等との連携を通して、

生徒指導・生徒相談の

充実に取り組む。 

②部活動への積極的加

入については、生徒を

取り巻く現状を把握し

つつ、より具体的な方

策を考えていく必要が

ある。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 23 日実施） 

（平成 28 年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （３月 10 日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

○ 課題解決力

を 育 て る 授

業、コミュニ

ケーション能

力を育てる授

業 を 展 開 す

る。 

○ ガイダンス

や 多 様 な 授

業、柔軟な学

びを活用し、

生徒が目指す

進路実現を支

援する。 

①3年間の教育

活動を通して、

将来の職業選択

を見据えた進路

意識を育てる。 

②一人ひとりの

生徒に丁寧に寄

り添い、その進

路実現を果た

す。 

①ガイダンスⅠで

は、新たな年間指導

計画のもと、生徒が

自らの将来を考える

より一層の取組みを

行う。ガイダンス

Ⅱ、Ⅲでは、その取

組みの深化・充実を

図る。 

②進路実現に向け

て、全教員がその支

援に関わり、その達

成を図る。 

①新たな取組みが効

果を上げることがで

きたか。また、ガイ

ダンス発表会での内

容の充実が図られた

か。 

②３年次生の進路実

現に向けた支援が全

校態勢でできたか。

また、進路決定者の

割合を増やすことが

できたか。 

①ガイダンスⅠでは、

新たな取り組みとし

て、カタリバや Rebit

とのワークショップを

実施した。ガイダンス

Ⅱ、Ⅲにおいても、生

徒への積極的な支援を

行った。 

②３年次生の進路実現

に向け、自己推薦書作

成、プレゼンテーショ

ン・面接指導等、全校

的な支援態勢づくりに

努めた。９割をこえる

生徒の進路決定を実現

している。 

①共通理解を持って取

組みを推進するため、

中長期的な視点に立っ

たガイダンスの構築が

必要である。 

②３年次生に対するき

め細かな進路支援を学

校全体で引き続き行っ

ていく。生徒一人ひと

りの進路実現に向け、

ガイダンスⅢとの連携

を強化していく。 

①生徒一人ひとりにより

そって進路指導・支援を

行っていると思います。 

②評議員会での代表生徒

によるプレゼンテーショ

ン、グループ討議で高校

生の声を聞くことがで

き、進路学習の方向性が

よくわかった。 

②入試制度の変更が予定

されているので、特に一

般入試にチャレンジする

生徒のフォローをお願い

したい。 

①ガイダンスⅠ・Ⅱ・

Ⅲに日常的な改善を加

えた。とりわけ、１年

次ではカタリバ、Rebit

とのワークショップを

実施することで、自己

理解・他者理解を促す

とともに、将来設計に

向けた力の育成を図っ

た。 

②３年次生の進路実現

に向けて、組織的な取

組みを進めた。一方

で、一般受験を希望す

る生徒への支援につい

ては、課題を残した。 

①引き続き３年間を見

通したガイダンスの取

組みを進めるととも

に、育成したい力を明

確にした評価の改善に

努めたい。 

②生徒一人ひとりの進

路実現に向けた組織的

な取組みを引き続き実

施する。 

②進路指導の実務を確

実に継承する仕組みを

構築するとともに、事

故防止の徹底を図る。 

 

４ 地域等との協働 

○ 地域や保護

者との連携を

さらに進め、

本校の教育活

動を積極的に

発信し、広報

活動を推進す

る。 

○ 生徒の防災

意識を高め、

津波対策にも

取り組む。 

 

①地域の教育力

の活用を維持･

発展させる。 

②生徒の防災意

識を高め、地域

との防災におけ

る連携を進め

る。 

①地域連携や高大連

携、高専連携等を進

め、より開かれた教

育活動を展開すると

ともに、特色ある教

育活動を発信し続け

る体制を構築する。 

②生徒の主体的な防

災意識を高める取組

みを進めるととも

に、地域との防災に

おける連携を具体化

していく。 

①上級学校、事業

所・施設、地域等と

の連携を進展・継承

することができた

か。また、効果的な

広報活動ができた

か。 

②生徒による DIG 研

修を実施し、防災に

関する意識を高める

ことができたか。ま

た、地域との連携に

進展があったか。 

①教科・系列、ガイダ

ンス、夏の学び等を通

して、連携を深めるこ

とができた。学校説明

会等には、のべ 1970

名の参加があった。学

校 HP を活用した広報

活動を積極的に行っ

た。 

②避難訓練、DIG 研修

を通して、生徒の防災

意識を高めることがで

きた。地域の防災会議

に参加した。 

①引き続き上級学校、

事業所・施設、地域等

との連携を深める。説

明会情報、授業内容、

部活動等、学校 HP を

通した広報活動の充実

に努める。グループ員

だけでなく、全職員に

よる説明会等の運営に

向けて検討を加える。 

②DIG の取組みの拡大

を図る。引き続き防災

会議等に参加し、地域

との連携を深める。 

①学校の HP は見やすい

です。また、情報発信の

面も工夫されています。 

①吹奏楽部、ダンス部を

中心に地域のフェスタ等

に参加発表いただき、地

域住民の楽しみになって

います。元気な若い人と

の触れ合いは心に残りま

す。 

②１年次生の災害図上訓

練（DIG）の正門掲示を

見て、実践に心強く思い

ます。 

①様々な教育活動の場

面において、上級学

校、事業所・施設、地

域等との連携をさらに

深めることができた。 

①説明会、HP 等を通し

て、積極的な広報活動

に取り組んだが、課題

も明らかになった。 

②避難訓練、DIG 研修を

通して、生徒の防災意

識を高めることができ

た。地域の防災会議に

参加した。 

①引き続き上級学校、

事業所・施設、地域等

との教育連携を強化し

ていく。 

①今後の学校づくりと

も連動させながら、観

点を明確にした広報活

動が必要である。 

②生徒の防災意識を高

める取組みを引き続き

行っていく。地域との

連携については、その

具体的な方策を検討し

ていく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

○ グループ業

務等の見直し

など、学校運

営組織の再編

に取り組む。 

○ 職員の事故

不祥事の未然

防 止 に 努 め

る。 

①業務の効率化

を進める。 

②事故･不祥事

を出さない。 

①グループ業務の見

直しを踏まえ、その

成果を検証するとと

もに、業務アシスタ

ントの導入の効果を

上げ、業務の効率化

を図る。 

②事故・不祥事の防

止に向けて、不断の

啓発や環境整備を進

め、併せて適正な会

計執行を継続する。 

①業務の効率化が進

んだと職員が思える

か。 

②事故・不祥事の未

然防止ができたか。 

①グループ業務に日常

的な改善を加えるとと

もに、業務アシスタン

トを活用した効率的な

学校経営を行った。 

②不祥事ゼロプログラ

ムに基づく取組みを進

め、事故不祥事の未然

防止に努めた。私費会

計については、１月に

学校独自の会計チェッ

クを行い、適正執行に

努めた。 

①年間行事計画の見直

しと連動させながら、

より一層の業務の精

選、効率化を進める。

引き続き業務アシスタ

ントの積極的な活用を

図る。 

②今後も事故防止会議

を計画的に開催し、不

祥事ゼロに向けた取り

組みを継続的に実施す

る。 

①業務アシスタントが機

能しているようであり、

教員負担の軽減に寄与し

ていくことを期待する。 

②教員の心のケアも大切

ではないか。外部の専門

家と連携して業務の効率

化が急務だと感じた。 

②事故防止策は常にダブ

ルでのチェック体制が望

まれる。 

 

 

①業務アシスタントの

導入により、業務の効

率化が進んだ。 

②授業配置及び成績処

理日程等の適正化、効

率化を目指して、夏季

休業前後の行事配置に

改善を加えた。 

③事故防止会議、朝打

合せ等を通して、日常

的な事故不祥事の未然

防止に取り組んだ。 

①次年度に向けて、業

務アシスタントが担う

業務の再整理を行うと

ともに、学校運営組織

の日常的な見直しを行

っていく。 

①年間行事予定につい

ては、31 年度前倒しも

含めて、関連部署で詳

細を詰めていく。 

②個人情報収集につい

ては、その適正な運用

を図っていく。 



 

  


